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再処理工場の中央制御室前で（むつ小川原エネルギー対策特別委員会）

初定例会で３人の議員が村長の姿勢をただす

橋本勲氏が繰り上げ当選

委員会レポート

特別委員会がサイクル事業の現状などを調査

９月定例会開催予定
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ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第１７号（2）

 

岡 

山 

勝 

廣 

議
員

【
質
問
】

災
害
に
強
い
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
構
築
で
き
な
い
か

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓

に
、
役
場
・
消
防
・
診
療

所
な
ど
の
電
力
供
給
が
不

可
欠
な
主
要
公
共
施
設
を

風
力
発
電
な
ど
を
活
用
し

て
独
立
し
た
電
力
確
保
が

で
き
な
い
か
。

　

古 

川 

健 

治 

村
長

【
回
答
】

非
常
用
自
家
発
電
と
風
力

非
常
用
自
家
発
電
と
風
力

発
電
に
よ
る
電
気
供
給
を

発
電
に
よ
る
電
気
供
給
を

視
野
に
協
議
中

視
野
に
協
議
中

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、

村
内
全
域
が
長
時
間
に
わ

た
り
停
電
と
な
り
、
改
め

て
電
気
の
重
要
性
を
認
識

さ
せ
ら
れ
た
。

　

今
回
の
停
電
を
教
訓
と

し
て
、
役
場
庁
舎
を
は
じ

め
、
主
要
な
公
共
施
設
を

対
象
に
、
非
常
時
に
お
け

る
安
定
電
源
確
保
に
向
け

た
調
査
・
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
具
体
的

に
は
、
非
常
用
自
家
発
電

設
備
の
導
入
と
風
力
発
電

所
か
ら
の
電
気
の
供
給
を

視
野
に
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
て
い
る
。

　

　
　

岡 

山 

議
員

　

村
内
が
停
電
し
て
い
る

と
き
、
昨
年
建
設
さ
れ
た

ス
マ
ー
ト
・
グ
リ
ッ
ト
ハ

ウ
ス
や
二
又
風
力
発
電
の

事
務
所
の
電
気
が
消
え
な

か
っ
た
。
し
か
も
、
風
力

発
電
な
ど
の
施
設
や
機
器

に
も
ほ
と
ん
ど
被
害
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
災
害
に

強
い
こ
と
も
証
明
さ
れ

た
。

　

村
独
自
で
、
風
力
発
電

を
保
有
し
、
主
要
な
公
共

施
設
の
電
源
確
保
に
努
め

る
考
え
は
な
い

か
。

　

古 

川 

村
長

　

数
年
前
か
ら
、

例
え
ば
プ
ー
ル
を

つ
く
る
場
合
に
風

力
発
電
を
活
用
で

き
な
い
か
検
討
し

た
経
緯
が
あ
る
。

で
き
れ
ば
、
将
来

的
な
公
共
施
設
建

設
や
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
北
地
区
の
住
宅

に
活
用
で
き
な
い

か
幅
広
く
検
討
し

て
み
た
い
。

　

岡 

山 

議
員

【
質
問
】

停
電
時
の
酪
農
家
へ
の
円

滑
な
電
力
供
給
体
制
を
構

築
で
き
な
い
か

　

近
年
の
酪
農
家
の
搾
乳

作
業
は
、
機
械
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
停
電
に

な
る
と
搾
乳
は
で
き
な
く

な
り
、
そ
の
ま
ま
放
置
し

て
お
く
と
病
気
の
原
因
に

も
な
る
。
そ
こ
で
、
村
の

建
設
業
者
が
保
有
す
る
発

電
機
を
活
用
す
る
な
ど
し

て
、
円
滑
に
電
気
が
供
給

で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
が
で
き
な
い
か
。

　

古 

川 

村
長

【
回
答
】

関
係
機
関
と
の
協
定
締
結

関
係
機
関
と
の
協
定
締
結

を
進
め
て
い
る

を
進
め
て
い
る

　

本
年
３
月
お
よ
び
４
月

の
二
度
に
わ
た
る
停
電
の

際
、
ゆ
う
き
青
森
農
業
協

同
組
合
か
ら
搾
乳
用
発
電

機
確
保
の
緊
急
要
請
を
受

け
、
村
内
の
建
設
会
社
や

リ
ー
ス
会
社
か
ら
発
電
機

の
確
保
に
努
め
対
応
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
想

定
し
、
ゆ
う
き
青
森
農
業
協

同
組
合
と
非
常
用
発
電
機
の

電
源
確
保
体
制
を
構
築
す
る

た
め
の
協
議
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
、
現
在
、
関
係
機
関
と

の
協
定
の
締
結
を
進
め
て
い

る
。

平成 23年

改
選
後
の
初
定
例
会
で

　

３
人
の
議
員
が

　
　

村
長
の
姿
勢
を
た
だ
す

　

６
月
議
会
定
例
会
を
平
成
23
年
６
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で
９
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
23
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
、
人
事
案
件
等
14
件
が
提
出

さ
れ
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
日
の
一
般
質
問
に
は
、
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
15
日
の
定
例
会
最
終
日
に
、
髙
田
秀
明
氏
か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議
で

許
可
さ
れ
ま
し
た
。

震災でも停電にならなかった
スマート・グリットハウス

６６６６月月月月定例定例定例例会会会会会会
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議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（3）第１７号

 
髙 
橋 
文 

雄 

議
員

【
質
問
】

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し

避
難
所
の
改
善
を
ど
う
考

え
る
か

　

経
験
し
た
こ
と
の
な
い

避
難
生
活
を
経
験
し
、
避

難
施
設
が
高
齢
者
、
障
が

い
者
、
乳
幼
児
な
ど
災
害

時
要
援
護
者
へ
の
配
慮
に

不
備
が
見
ら
れ
る
と
思
う

が
、
次
の
点
の
改
善
策
を

示
せ
。

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
整
備

に
つ
い
て

②
飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯

水
槽
の
整
備
に
つ
い
て

③
ト
イ
レ
な
ど
環
境
衛
生

対
策
に
つ
い
て

④
情
報
の
迅
速
化
に
つ
い

て

　

古 

川 

村
長

【
回
答
】

最
優
先
事
項
と
し
て
積
極

最
優
先
事
項
と
し
て
積
極

的
に
取
り
組
む

的
に
取
り
組
む

　

１
点
目
に
つ
い
て
は
、

村
が
指
定
し
て
い
る
避

難
所
の
う
ち
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
が
図
ら
れ
て
い
な

い
施
設
に
つ
い
て
は
、
早

期
に
対
応
す
る
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
は
、

石
油
交
付
金
事
業
等
に
お

い
て
実
施
可
能
か
ど
う
か

検
討
中
で
、
可
能
で
あ

れ
ば
順
次
整
備
を
図
り
た

い
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
は
、

各
避
難
所
の
水
洗
化
、
洋

式
ト
イ
レ
、
障
が
い
者
用

の
ト
イ
レ
設
置
に
計
画
的

に
努
め
て
い
く
。

　

４
点
目
に
つ
い
て
は
、

４
月
か
ら
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
ジ
ェ
イ
ア

ラ
ー
ト
）
の
供
用
を
開
始

し
、
東
北
地
方
に
震
度
４

以
上
の
地
震
が
発
生
す

る
と
予
測
さ
れ
る
場
合
に

は
、
村
の
防
災
行
政
用
無

線
か
ら
自
動
的
に
緊
急
地

震
速
報
を
発
信
、
津
波
警

報
、
大
津
波
警
報
発
表
時

に
は
、
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴

と
自
動
音
声
に
よ
る
情
報

提
供
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
地
域
情
報
基
盤

整
備
事
業
の
一
環
で
整
備

し
た
告
知
端
末
に
よ
り
、

各
家
庭
へ
の
情
報
伝
達
手

段
の
多
重
化
を
図
っ
た
。

　

さ
ら
に
は
、
避
難
住
民

へ
の
情
報
伝
達
の
た
め
、

各
小
中
学
校
の
体
育
館
へ

の
防
災
行
政
用
無
線
な
ど

の
設
置
も
進
め
て
き
た
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て

は
、
最
優
先
事
項
と
し
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
る
。

　

髙
橋
（
文
）
議
員

　

避
難
所
に
非
常
用
の
飲

料
水
を
確
保
し
て
い
た
施

設
は
あ
っ
た
の
か
。

　
寺
下
和
光
企
画
・
防
災

部
門
理
事

　

今
回
の
震
災
の
際
、
非

常
用
の
飲
料
水
の
備
蓄
は

な
か
っ
た
。
現
在
、
各
学

校
と
協
議
し
、
空
き
教
室

に
毛
布
、
懐
中
電
灯
、
発

電
機
用
の
照
明
器
具
、
飲

料
水
な
ど
を
保
存
す
る
た

め
の
協
議
を
し
て
い
る
。

 

髙
橋
（
文
）
議
員

【
質
問
】

避
難
道
路
の
具
体
的
な

実
施
方
策
を
記
示
せ

　

新
聞
報
道
で
、
村
長
は

避
難
道
路
の
整
備
の
必
要

性
に
言
及
し
て
い
る
が
、

具
体
的
に
実
施
方
策
を
示

せ
。

　

古 

川 

村
長

【
回
答
】

関
係
市
町
村
と
の
連
携
を

関
係
市
町
村
と
の
連
携
を

強
化
し
、
避
難
道
路
の
整

強
化
し
、
避
難
道
路
の
整

備
を
求
め
る

備
を
求
め
る

　

防
災
道
路
計
画
を
策
定

し
、
こ
れ
ま
で
も
国
・
県

に
早
期
完
成
を
目
指
し
要

望
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
要
望
を
踏

ま
え
、
今
年
度
は
、
①
出

戸
バ
イ
パ
ス
の
詳
細
設
計

②
旧
鷹
架
小
学
校
付
近
の

急
カ
ー
ブ
解
消
の
た
め
の

用
地
測
量
③
戸
鎖
地
区
の

道
路
線
形
を
検
討
す
る
た

め
の
概
略
設
計
④
倉
内
バ

イ
パ
ス
の
未
着
工
区
間
の

拡
幅
工
事
⑤
泊
・
白
糠
間

の
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
⑥
室

ノ
久
保
バ
イ
パ
ス
の
地
盤

改
良
工
事
を
行
う
と
伺
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
村
は
、
下
北
縦

貫
道
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と

な
る
原
々
種
農
場
・
弥
栄

平
線
の
拡
幅
工
事
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
関
係
市
町
村

と
連
携
を
強
化
し
、
避
難

道
路
の
整
備
な
ど
を
強
く

求
め
て
い
く
。

  　

髙
橋
（
文
）
議
員

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
を
踏
ま
え
る

と
、
東
通
原
子
力
発
電
所

か
ら
15
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
の
距
離
に
あ
る
泊
地

区
の
避
難
経
路
が
最
重
要

課
題
で
あ
る
と
思
う
。
そ

こ
で
、
県
道
泊
陸
奥
横
浜

停
車
場
線
の
道
路
整
備
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　

古 

川 

村
長

　

こ
の
路
線
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
冬
も
使
え
る
よ

う
な
道
路
に
し
た

い
と
い
う
こ
と

で
、
横
浜
町
長
と

も
相
談
し
て
い

る
。
ト
ン
ネ
ル
方

式
に
す
る
か
ど
う

か
は
別
に
し
て
、

年
間
を
通
し
て
使

え
る
道
路
に
し
た

い
と
考
え
て
い

る
。

来春開通予定の国道 338 号泊・白糠間

６６６６月月月月定例定例定例例会会会会会会
一一一一一一一一般般般般質質質質問問問問問問



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第１７号（4）

鳥
谷
部 

正
行 

議
員

【
質
問
】

東
日
本
大
震
災
の
被
害
総

額
と
対
策
を
示
せ

　

去
る
、
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
の

被
害
総
額
は
い
く
ら
か
。

ま
た
、
そ
の
被
害
に
対
す

る
復
旧
、
復
興
、
救
済
対

策
を
ど
う
す
る
の
か
具
体

的
対
策
を
示
せ
。

　

古 

川 

村
長

【
回
答
】

被
害
額
は

被
害
額
は

　

約
２
億
８
０
０
０
万
円

　

約
２
億
８
０
０
０
万
円

　

去
る
、
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
に
よ
り
、
村
外
で

発
生
し
た
も
の
を
含
め

た
被
害
額
は
畜
産
関
係

で
約
３
，
８
８
６
万
円
、

水
産
関
係
で
約
２
億
３
，

２
３
２
万
円
、
そ
の
他
公

共
施
設
お
よ
び
水
道
関
係

な
ど
で
約
１
，
０
５
４
万

円
、
被
害
総
額
は
約

２
億
８
，
１
７
２
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
復
旧
、
救
済
対
策

は
、
畜
産
関
係
で
は
、
原

乳
廃
棄
場
の
掘
削
費
用
を

支
援
し
、
今
後
、
搾
乳
設

備
の
非
常
用
発
電
機
の
借

り
上
げ
費
用
も
支
援
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

水
産
関
係
に
つ
い
て

は
、
国
お
よ
び
県
が
漁
業

協
同
組
合
な
ど
に
お
い
て

共
同
で
利
用
す
る
漁
船
被

害
に
対
し
、
３
分
の
２
を

補
助
す
る
制
度
と
、
被
災

漁
業
者
が
災
害
復
旧
資
金

を
借
り
入
れ
し
た
際
の
利

子
お
よ
び
保
証
料
に
対
す

る
助
成
制
度
が
実
施
さ

れ
、
関
係
漁
協
に
お
い

て
被
害
漁
業
者
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
と
伺
っ
て
お

り
、
村
と
し
て
も
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
対
応
し
て

い
る
。

 

鳥
谷
部 

議
員

　

千
歳
中
学
校
が
震
災
後

に
行
っ
た
避
難
訓
練
で
非

常
階
段
の
損
傷
が
激
し
く

使
用
し
な
か
っ
た
と
伺
っ

た
が
、
損
傷
の
原
因
が
地

震
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
震

災
の
被
害
調
査
、
実
態
把

握
が
適
切
に
行
わ
れ
た
の

か
疑
問
を
も
つ
が
い
か
が

か
。

 

松
尾 

拓
爾 

教
育
長

　

千
歳
中
学
校
の
非
常
階

段
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10

月
に
要
望
書
が
提
出
さ

れ
、
今
年
度
改
修
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
改
修

に
係
る
予
算
も
承
認
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
早
急
に
改
修
す
る
よ

う
に
指
示
す
る
。

 

鳥
谷
部 

議
員

【
質
問
】　

福
島
第
一
原
発
事
故
に

よ
っ
て
、
本
村
の
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
施
設
に
影
響

は
な
い
か

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
に
よ
っ

て
、
わ
が
村
で
進
め
ら
れ

て
い
る
原
子
燃
料
サ
イ
ク

ル
事
業
に
大
き
な
影
響
が

及
ば
な
い
か
と
心
配
し
て

い
る
。
そ
こ
で
次
の
点
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
こ
の
よ
う
な
事
態
を
受

け
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル

事
業
が
計
画
ど
お
り
進
め

ら
れ
る
と
思
う
か

②
再
処
理
工
場
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
試
験
の
再
開
の
目

途
と
竣
工
の
時
期
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
感
触
を

も
っ
て
い
る
か

③
東
京
電
力
の
賠
償
費
用

は
10
兆
円
を
超
す
と
も
い

わ
れ
る
が
、
電
事
連
、
日

本
原
燃
の
経
営
に
影
響
が

な
い
か

④
民
主
党
の
幹
事
長
が
大

間
原
発
で
の
避
難
道
路
の

整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て

言
及
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ

た
が
、
六
ヶ
所
村
の
防
災

道
路
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か

 

古 

川 

村
長

【
回
答
】

電
力
の
受
給
状
況
や
国
の

電
力
の
受
給
状
況
や
国
の

対
応
を
見
極
め
た
い

対
応
を
見
極
め
た
い

　

①
に
つ
い
て
は
、
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
沿
う

重
要
な
事
業
で
あ
り
、
最

高
水
準
の
安
全
を
前
提
と

し
た
原
子
力
の
利
用
を
継

続
す
る
と
し
た
考
え
方
が

先
の
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て

菅
首
相
か
ら
示
さ
れ
た
こ

と
か
ら
も
、
計
画
ど
お
り

に
進
め
ら
れ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
事
業

者
は
、
電
力
の
需
給
状
況

を
踏
ま
え
た
上
で
、
開
始

時
期
を
検
討
し
、
厳
し
い

状
況
下
で
は
あ
る
が
、
工

程
へ
の
影
響
が
出
な
い
よ

う
に
し
た
い
と
伺
っ
て
い

る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
電

力
の
需
給
状
況
や
原
子
力

安
全
保
安
院
に
よ
る
電
源

喪
失
時
の
安
全
対
策
の
確

認
が
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
、
こ
れ
ら
を
見
極
め
て

ま
い
り
た
い
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
電
気

事
業
連
合
会
は
営
利
を
目

的
と
し
た
組
織
で
は
な
い

こ
と
か
ら
、
そ
の
経
営
に

つ
い
て
申
し
述
べ
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
東
京
電

力
株
式
会
社
に
つ
き
ま
し

て
は
、
大
き
な
負
担
が

生
じ
る
こ
と
に
な
る
か
と

思
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
が
日
本

原
燃
株
式
会
社
の
経
営
に

直
接
的
に
影
響
を
与
え
る

も
の
で
は
な
い
と
理
解
し

て
い
る
。

　

④
に
つ
い
て
は
、
国
道

３
３
８
号
等
の
整
備
促
進

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
議

会
と
共
に
国
・
県
に
要
望

を
し
て
き
た
。

　

防
災
道
路
の
整
備
状
況

は
、
先
ほ
ど
髙
橋
文
雄
議

員
に
答
え
た
と
お
り
で
、

引
き
続
き
要
望
し
て
ま
い

り
た
い
。

廃棄された原乳

６６６６月月月月定例定例定例例会会会会会会
一一一一一一一一般般般般質質質質問問問問問問



議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（5）第１７号

低気圧発生に伴う定置網被害の低気圧発生に伴う定置網被害の

一般会計に約１億 3,000 万円を追加補正し、総額約 132億 2,700 万円

支援対策に 約約4,0004,000万円万円

●  六ヶ所村税条例の一部改正
　東日本大震災の被災者などの負担軽減を図る地方税法の改正に伴い、条例の一部を改正するもの。

●  字の区域の変更について
　泊地区の泊山国有林の一部を青森県施工の砂防えん堤用地として、『字焼山』に編入するもの。

人権擁護委員候補者に
簗田　信義氏（倉内）

推薦に同意

●  人事案件

教育委員会委員に
松尾　拓爾 氏（尾駮）

再任に同意

教育委員会委員に
橋本　篤哉 氏（尾駮）

任命に同意

教育委員会委員に
工藤　健司 氏（泊）
任命に同意

条例等の改正等

国有林名 林班名 小班名 決定面積
泊　山 2047 ろ２ 1,963.41㎡　　　　　
泊　山 2047 は５ 2,582.09㎡　　　　　
泊　山 2047 に１ 9,306.93㎡　　　　　

合　　　　　　計 12,852.43㎡　　　　　

●  23 年度各会計補正予算

会　計 補正前 補正額 補正後 主な内容

一般会計 130 億 9606 万１千円 1億 3112 万 3千円 132 億 2718 万 4千円

畜産被害対策助成金
188 万 9千円

漁業振興対策助成金
1846 万 3千円

漁業被害対策助成金
4303 万 3千円
各学校工事請負費
1153 万 3千円

その他、人事異動による
職員などの人件費等の精査

国民健康保険
（事業勘定） 12億 6157 万 6千円 84 万円 12 億 6241 万 6千円 人事異動による職員の

人件費などの精査
国民健康保険

（尾駮施設勘定） 6億 5505 万 4千円 585 万 3千円 6億 6090 万 7千円 人事異動による職員の
人件費などの精査

国民健康保険
（千歳平施設勘定） 8864 万 4千円 504 万 4千円 9368 万 8千円 人事異動による職員の

人件費などの精査

介護保険 8億 9548 万 3千円 441 万円 8億 9989 万 3千円 人事異動による職員の
人件費などの精査

水
道 収益的支出 2億 4710 万 2千円 0千円 2億 4710 万 2千円 人事異動による職員の

人件費などの精査
農
集
排

収益的支出 7615 万 3千円 △ 1万 5千円 7613 万 8千円 人事異動による職員の
人件費などの精査

下
水
道

収益的支出 3億 9679 万 6千円 254 万 3千円 3億 9933 万 9千円 人事異動による職員の
人件費などの精査

資本的支出 7億 6747 万 4千円 32 万 4千円 7億 6779 万 8千円 人事異動による職員の
人件費などの精査

条例等 改 等

※農業集落排水事業会計

23 年度補正予算
条 例 改 正 等



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第１７号（6）

北部上北広域事務組合議会議員に
当選した岡山議員

　

髙
田
秀
明
氏
か
ら
６
月
15
日
に
提
出
さ
れ
た
辞
職
願
を
本

会
議
で
許
可
し
た
こ
と
を
受
け
、
公
職
選
挙
法
の
規
程
に
よ

り
、
６
月
22
日
に
繰
上
補
充
選
挙
会
が
開
催
さ
れ
、『
橋
本

勲
氏
』
が
当
選
人
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
受
け
、
７
月
11
日
に
『
橋
本
勲
議
員
』
を
総

務
教
育
常
任
委
員
会
委
員
お
よ
び
む
つ
小
川
原
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
特
別
委
員
会
委
員
に
選
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
欠
員
が
生
じ
て
い
た
六
ヶ
所
村
消
防
委
員
会
委
員

に
『
岡
山
勝
廣
議
員
』
を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

議
員
辞
職
に
伴
い
、

　

橋
本　

勲 

氏
が
繰
り
上
げ
当
選

橋　本　　勲（72）

　平成 23 年第４回臨時会
を７月 13 日に開き、欠員
が生じていた北部上北広域
事務組合議会議員に岡山勝
廣議員が指名推選により当
選しました。
　また、農業委員会等に関
する法律に基づき、議会の
推薦により選任された委員
の任期が７月 19 日で満了
になることから、久保政廣
氏、橋本利喜雄氏、古泊宏
氏の３人を新たに推薦しま
した。
　本臨時会には、契約案件
が７件提出され、すべての
議案が全会一致で原案どお
り決まりました。

第４回臨時会

久保政廣氏　　　　 橋本利喜雄氏　　　　　古泊　宏氏

北部上北広域事務組合議会議員に岡山 勝廣 議員が当選
農業委員会委員に久保 政廣 氏、橋本 利喜雄 氏、古泊　宏 氏の３人を推薦

農業委員会委員に議会が推薦した３名

第４回臨時会

橋　本　　　勲　（72）
当選４回

平沼字道ノ上 30-3

所属会派：無所属



議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（7）第１７号

原々種農場弥栄平線改良舗装工事（１工区）
■契約金額　　　　１億２９０万円
■契約の相手方　　東和建設株式会社

契約案件

区画整理事業４期道路工事
■契約金額　　　　１億２８１０万円
■契約の相手方　　株式会社岡山建設
※尾駮レイクタウン北土地区画整理事業に係る
　道路整備を行うもの。

倉内・平沼小学校統合整備事業粗造成工事
■契約金額　　　　１億３４４０万円
■契約の相手方　　株式会社鳥山土木工業
※ 25 年４月開校に向け、校舎などの敷地造成を行
　うもの。

平沼高瀬川線改良舗装工事
■契約金額　　　　１億１５３万５千円
■契約の相手方　　株式会社髙田工業
※ 道路の損傷が著しいことから、本路線を拡幅し、
　 交通の円滑化および安全性の向上を図るもの。

区画整理事業５期造成工事（１工区）
■契約金額　　　　１億３９６５万円
■契約の相手方　　大泉建設株式会社

スクールバス購入
■契約金額　　　　４９９１万５２１５円
■契約の相手方　　いやさか自動車株式会社
※老朽化が著しい３台のスクールバスを更新する
　もの

※原々種農場弥栄平線改良舗装工事は、下北縦貫道路六ヶ所インターチェンジの平成 24年度開通に伴い、 　
　村道である当路線を整備し、交通の円滑化及び安全性を図るもの。

原々種農場弥栄平線改良舗装工事（２工区）
■契約金額　　　　１億４７９万円
■契約の相手方　　附田建設株式会社

造成中のレイクタウン北地区

来春開通予定の下北縦貫道六ヶ所 IC 拡幅工事中の村道原々種農場弥栄平線

臨時会  契約案件



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第１７号（8）

　総務企画常任委員会を６月 10日開催しました。
　今回の委員会は、昨年、防衛省に対して行った要望内容について報告を受けた上で、今後の基地
対策に係る要望活動について異議しました。
　委員会では、理事者側から、これまでの要望活動において、泊対空射場の騒音軽減対策等の成果
があったことからも、継続して実施していきたい旨の報告がありました。
　委員会としても、同要望活動は、三沢対地射爆撃場周辺住民の負託に応えるため、長年にわたり
議会が同行して活動を行ってきた経緯があることから、理事者に同行し要望活動を実施することと
しました。
　なお、委員からは、より効果的な要望活動にするため、要望内容等について、さらに検討を加え
るべきとの意見が出されたことから、再度、要望項目及び要望方法等を審議することにしました。

委員会
レポート

　の活動状況を報告します。

●常任委員会の名称と所管を見直し
　議会委員会条例を改正し、新たな委員会でスタートしました。
　各常任委員会の名称と所管事項は次のとおりです。

名　　　称 所　管　事　項

総務企画常任委員会

（１）総務部門の総務課、財政課、税務課および国際交流課の所管に属する事項
（２）企画・防災部門の企画調整課、原子力対策課および情報政策課の所管に属する事項
（３）出納室、議会事務局および監査委員の所管に属する事項
（４）他の常任委員会の所管に属さない事項

産業建設常任委員会
（１）産業・建設部門の農林水産課、建設課および商工観光課の所管に属する事項
（２）  公営企業部門の上下水道課の所管に属する事項
（３）  農業委員会の所管に属する事項

福祉教育常任委員会
（１）福祉部門の福祉課、健康課および住民課の所管に属する事項
（２）教育委員会の所管に属する事項
（３）選挙管理委員会の所管に属する事項

●総務企画常任委員会 防衛省に対する要望を今年も実施

　  および特別委員会では、各委員会の所掌事務や
  　審議をいたしました。

●福祉教育常任委員会 統合小学校名『南小学校』に賛成

　福祉教育常任委員会を６月 10日開催しました。
　今回の委員会は、倉内・平沼小学校統合小学校の校名について報告を受けました。
　報告内容としては、（仮称）七鞍平小学校建設推進委員会が平沼・倉内地区内でアンケートを実
施した結果、『村南部に位置している』、『一部のスポーツ少年団においても、すでに統合チーム名
として用いている』『分かりやすくイメージが良い』などの理由から、平成 22年 11 月２日付けで
教育委員会に（仮称）七鞍平小学校建設推進委員会から新統合小学校名を『六ヶ所村立南小学校』
にしてほしい旨の要望書が提出され、教育委員会としても要望内容を尊重して対応する旨の報告が
ありました。
　委員会としては、校名を『六ヶ所村立南小学校』とすることについては、特に異論もなく、地域
の皆さんの意見を聞いて対応すべきであるとの意見が大半でありました。



議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（9）第１７号

委員会
レポート

常任委員会および特別委員会　

　産業建設常任委員会を６月 10日開催しました。
　今回の委員会は、農産物高温被害の調査結果および東北地方太平洋沖地震による被害状況につ
いての報告を受けました。
　農産物高温被害については、大根農家の平成 22年度の農業収入および農業所得を調査した結
果、長芋やゴボウ等が高値で推移し、農業所得総額が増加したことから、昨年は夏季の高温によ
る大根への被害があったものの農業経営に多大な影響があるとはいえないことから、大根農家へ
の助成は行わない。
　東北地方太平洋沖地震による被害状況については、50戸の乳用牛農家が被災し、約 38万リッ
トルの原乳が廃棄処分され、
損失額は約 3400 万円となっ
たこと、漁船等の被害は、村
内３漁協所属の計 12 隻が流
出・横転・沈没等により被災
したほか、刺し網80反、荷捌・
加工施設の破損が確認され、
被害額が約２億３千万となっ
た旨の報告がありました。
　委員会では、酪農家への対
応については、ゆうき青森農
業協同組合としてもきちんと
対応すべきであること。漁業
については、被災した漁船の
乗組員の人数把握に努め、漁
船をなくして職を失った人た
ちに対する支援も検討すべき
であるなどの意見が出されま
した。

●産業建設常任委員会 大根の高温被害には助成なし

　むつ小川原エネルギー対策特別委員会を６月 13日開催しました。
　今回の委員会は、日本原燃株式会社の川井吉彦代表取締役社長などを参考人として出席を求め、
『福島第一・第二原子力発電所事故を踏まえた原子燃料サイクル施設の安全対策』について説明
を受けました。
　委員からは、『電源が喪失しても水を供給できるようなシステムづくりを構築するべきだ』、『福
島第一原子力発電所の事故を受け、原子燃料サイクル施設の運転に影響は出ていないのか』、『半
減期の長い放射性物質が堆積することにより、将来的にもっと広範囲な影響が出てこないか』な
どの意見が出されました。
　委員会では、再処理工場のアクティブ試験の一日も早い再開と竣工時期をこれ以上延期するこ
とのないよう要望をしました。

●むつ小川原エネルギー対策特別委員会 日本原燃㈱を参考人招致
試験再開を要望

委員会組織後、はじめての開催となる常任委員会　　　
今後の活動などについて確認をした上で、次のような　　　

津波で被災した海水漁協荷捌所のシャッター
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○
緊
急
時
対
策
所

　

新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の
事
務
本

館
の
被
災
に
よ
り
、
内
部
に
あ
っ
た
対
策
所
が
機
能
し

な
か
っ
た
教
訓
を
生
か
し
、
大
地
震
発
生
時
の
情
報
収

集
・
復
旧
活
動
の
拠
点
と
な
る
免
震
構
造
を
採
用
し
た

新
た
な
緊
急
時
対
策
所
を
設
置
、
11
月
下
旬
か
ら
運
用

を
始
め
る
予
定
。

○
電
源
車
の
配
備

　

東
日
本
大
震
災
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
電
源

喪
失
が
大
き
な
災
害
に
発
展
し
た
こ
と
を
教
訓
に
、
電

源
喪
失
時
の
電
源
確
保
の
た
め
、
１
６
０
０
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
容
量
を
も
つ
電
源
車
を
１
台
導
入
し
、
今
年
度
中

に
さ
ら
に
２
台
配
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

特
別
委
員
会
が
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
の
現
状
な
ど
を
調
査

　

む
つ
小
川
原
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特

別
委
員
会
で
は
、　

８
月
３
日
『
原
子

燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
の
現
状
』、『
東

日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
安
全
対

策
』、『
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
が

与
え
た
影
響
』
な
ど
を
調
査
す
る
た

め
、
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

三
角
委
員
長
は
、『
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
を
受
け
、
脱
原
発
、

卒
原
発
の
声
が
高
ま
る
中
で
、
委
員

会
と
し
て
は
、
原
子
力
発
電
所
の
事

故
の
収
束
に
向
け
た
取
り
組
み
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
な
ど
、
国

の
対
応
に
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
』

と
あ
い
さ
つ
。

　

日
本
原
燃
㈱
の
川
井
吉
彦
社
長

は
、『
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
影
響
で

試
験
や
工
事
の
再
開
時
期
に
つ
い

て
、
目
途
が
立
て
づ
ら
い
状
況
に
あ

る
が
、
今
後
も
安
全
を
最
優
先
に
事

業
を
進
め
て
い
き
た
い
。』
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
に
よ
り
、
福
島
第
一

安
全
対
策
の
強
化

本年 11月運用開始予定の緊急時対策所

1600 キロワットの容量をもつ電源車
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①
ウ
ラ
ン
濃
縮
事
業

　

平
成
４
年
に
操
業
し
た
同
施
設
は
現
在
、
生
産
運
転

停
止
中
で
、
運
転
と
並
行
し
て
12
年
度
か
ら
新
型
遠
心

機
の
開
発
を
行
い
、
19
年
11
月
か
ら
は
六
フ
ッ
化
ウ
ラ

ン
ガ
ス
を
使
用
し
た
試
験
を
開
始
し
、
運
転
特
性
や
分

離
性
能
の
確
認
を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
後
、
新
型
遠
心
機
の
製
造
工
場
の
完
成
な
ど
必

要
な
準
備
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
型
遠
心
機
導
入
に

係
る
更
新
工
事
工
程
に
基
づ
き
準
備
を
進
め
、
23
年
９

月
の
新
型
遠
心
機
に
よ
る
運
転
開
始
を
目
指
し
、
そ
の

後
、
10
年
程
度
か
け
て
１
５
０
０
ｔ
Ｓ
Ｗ
Ｕ
／
年
規
模

の
達
成
を
目
指
す
。

②
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
埋
設
事
業

　

平
成
４
年
か
ら
受
け
入
れ
を
開
始
し
、
現
在
、
約

23
万
６
０
０
０
本
を
受
け
入
れ
、
埋
設
さ
れ
て
い
る
。

③
廃
棄
物
管
理
事
業

　

フ
ラ
ン
ス
か
ら
返
還
さ
れ
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
は
、
平
成
７
年
か
ら
13
年
間
か
け
て
合
計
１
３
１
０

本
が
返
還
さ
れ
、
現
在
、
保
管
管
理
さ
れ
て
い
る
。
21

年
度
か
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
返
還
が
開
始
し
、
最

終
的
に
は
、
合
計
で
約
２
２
０
０
本
が
返
還
さ
れ
る
計

画
に
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
同
施
設
で
は
、
１
３
３
８
本
の
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
が
保
管
管
理
さ
れ
て
い
る
。

④
再
処
理
事
業

　

再
処
理
す
る
た
め
の
使
用
済
み
燃
料
は
、
こ
れ
ま
で
、

約
３
２
０
０
ト
ン
を
受
け
入
れ
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
で

約
４
０
０
ト
ン
を
再
処
理
し
、
現
在
、
約
２
８
０
０
ト

ン
が
施
設
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
。（
貯
蔵
プ
ー
ル
の
最

大
保
管
能
力
は
３
０
０
０
ト
ン
）

　

ま
た
、
再
処
理
本
体
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
は
、
本
年

３
月
末
か
ら
試
験
再
開
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
電
力
供
給
不
足
の
観
点
か
ら
、
試
験
再

開
を
見
合
わ
せ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏
ま
え
た

国
か
ら
の
指
示
に
基
づ
く
緊
急
安
全

対
策
が
、
適
切
に
と
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
委
員
各
人
の
目
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
処
理
工
場
の
試
験
や

昨
年
着
工
し
た
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
工
場
の

建
設
は
中
断
し
て
お
り
、
再
開
に
あ

た
っ
て
は
、
県
の
検
証
委
員
会
に
よ

る
評
価
や
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
結
果

に
基
づ
く
総
合
的
な
判
断
が
必
要
と

な
る
な
ど
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

発
生
し
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
が
、
本
村
の
原
子
燃
料
サ
イ

ク
ル
事
業
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
原
子
燃
料
サ

イ
ク
ル
事
業
の
現
状
と
今
後
の
計
画

を
把
握
し
た
上
で
、
村
民
の
安
全
確

保
を
最
優
先
に
、
同
事
業
が
計
画
ど

お
り
に
進
捗
す
る
よ
う
今
後
も
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

１号
埋設

２号
埋設

受入れ
本数 145,587 90,352

上記のうち

埋設本数 145,275 89,992

原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
の
現
状

※１号埋設は、原子力発電所
で使用された水や使用済み樹
脂などをセメントやプラス
チックなどで固型化したもの
で、２号埋設は、定期点検な
どで発生した金属等をセメン
トで固型化したもの
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３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
か
ら
間
も
な
く
半
年
の
月
日
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
震

災
の
影
響
で
、
２
万
人
を
超
え
る
死

者
お
よ
び
行
方
不
明
者
が
出
た
ほ
か
、

多
く
の
漁
船
・
漁
港
、
そ
し
て
広
大

な
農
地
が
津
波
の
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
加
え
て
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
を
受
け
、
牛
肉
汚
染
問

題
な
ど
で
酪
農
家
に
も
被
害
が
拡
大

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
将
来
の
た
め
に
も
、
一
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
う
と
と
も

に
、
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
一

次
産
業
の
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

六
ヶ
所
村
議
会
広
報
委
員
会
で
は
、

議
会
の
活
動
状
況
を
幅
広
く
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
本
誌
が
村
民
の
皆
さ
ま

の
大
事
な
情
報
源
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
、
今
後
と
も
活
動
を
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

編

集

後

記

広
報
委
員
長

　
　
　

木　

村　

廣　

正

　青森県町村議会議長会主催の県下町村議会議員研修会が７月 15 日、青
森市民ホールで開催され、全議員が出席しました。

　● 講 演　「二元代表制と議会の価値」

　● 講 師　東京大学名誉教授　大 森　 彌 氏

　大森氏は、『行政学・地方自治論』を専門とし、東京大学名誉教
授などを歴任し、現在は、放送大学大学院、上智大学、自治大学校
などの講師をする一方で、国や地方公共団体の各種委員会の委員と
して活躍しています。
　大森先生は講演で、これまでの豊富な経験に、実際にあった裏話
を交え、首長と議会の関係や町村議会議員のあり方などについて話
しました。
　参加した議員からは、これまでにない参考になる講演だったとの
声も聞かれました。
　今後の議会活動にご期待ください。

９月定例会会期日程（案）
日　　　程 開催日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 ９月１日（木） 本会議 (午前 10 時 )
開会、提出議案上程・説明、

委員会付託　

第２日目 ９月２日（金） 休　　会 議案調査

第３日目 ９月３日（土） 休日休会

第４日目 ９月４日（日） 休日休会

第５日目 ９月５日（月） 本会議 (午前 10 時 ) 一般質問

第６日目 ９月６日（火） 休　　会 常任委員会※１

第７日目 ９月７日（水） 休　　会 特別委員会※２

第８日目 ９月８日（木） 本会議 (午前 10 時 ) 決算審議、議案審議

第９日目 ９月９日（金） 本会議 (午前 10 時 ) 議案審議、委員長報告、閉会

※１総務企画常任委員会　10 時 00 分～
　　産業建設常任委員会　13 時 30 分～
　　福祉教育常任委員会　15 時 30 分～

※２むつ小川原エネルギー対策特別委員会　10 時 00 分～
　　議会の日程は、変更されることがあります。

議会を監視するのは『あなた』です。
６月定例会の傍聴人は 42人でした。
あなたも議会の傍聴をしてみませんか。
傍聴は村政を知る良い機会です。

定例会は、３月、６月、９月、12月の年４回開
催されます。
臨時会は必要に応じて開催されます。
詳しくは議会事務局 72－ 2111（内線 411 また
は 412）へお尋ねください。

議会
傍聴

講師の大森氏講師の大森氏


